
送り出し機関



の強み
1. 介護に特化した教育機関である

2. N2以上の日本語能力の先生が、複数名在籍している

3. 全日制の授業により、学生はN３レベルの日本語能力を習得できる

4. 採用内定後は、採用施設独自の教育や方言などの教育を実施することが可能

5. 看護学校の卒業生及び、介護に興味がある人材のみを選び教育をしている

6. 2ヶ月間のオンライン授業の後、N3レベルまで到達可能と判断した人材のみを
教育



MOHAMMAD RIANDI SUSANTO

日本語能力N1を有し、2015年

から現在まで日本語教育に関

わる仕事をしています。

SITI SILVIA MULDIANI

日本語能力N2を有し、2019年から

2022年まで介護技能実習生として、

日本での就労実績があります。

（弊社卒業生）

担当するクラス：睡蓮 クラス

弊社の教育チーム

M. GUNTUR ADIPRAMA

日本語能力N2を有し、2019年か

ら2022 年まで技能実習生として

、日本での就経験があります。

担当するクラス：百合クラス

日本語能力N2を有し、2019年か

ら2024年まで技能実習生として、

日本での就経験があります。

担当するクラス：蓮華クラス

DAFFA ZULFIKAR



教育制度

LPKSAKURABINA CITAは、学生を日本へ送り

出すだけではなく、将来、卒業生が日本での就労経

験や日本語を活かしインドネシアに貢献し、且つより

良い人生を送ることを目標にしています。

弊社では、1週間の日本語学習の中で、重要な５

つの学習要素をバランス良く教育しています。



の教育スキームは、つに区分さ

れています。

教室での学習では、学生の能力を測るための評価テ

ストを定期的に実施しており、その後、学生毎の分

析を行い得意と不得意を明確にしています。

学生も自分の評価テストの分析を見て、自己学習

（復習）が出来るようになります。

教育スキーム



オンライン教育

1ヶ月 2ヶ月

5級

教育の流れ

弊社では、6ヶ月でN4、1年でN3までの日本語
教育を行います。

初めの2ヶ月はオンライン教育を行い、出席率
や勉強の成績を確認し、伸びしろのある学生
をオフライン授業に移行させる制度を採用し
ています。

オンライン教育 寮生活

3ヶ月 4ヶ
月

5ヶ
月

6ヶ
月

7ヶ
月

8ヶ
月

9ヶ
月

10ヶ
月

11ヶ
月

12ヶ
月

5級 4級 3級

申込み

書類審査・面接・健康
診断

不合格合格

合格

不合格
オンライン教育
不合格者は再
チャレンジ可能



毎日の時間帯

月 火 水 木 金 土

限 ～
ミニテスト

（みんなの日本語）

ミニテスト

（みんなの日本語）

ミニテスト

（みんなの日本語）

ミニテスト

（みんなの日本語）

ミニテスト

（みんなの日本語）
限 ～ 単語の試験

限 ～ 単語 単語 単語 単語 単語 休憩15分

休憩15分 限 ～ 文法の試験

限 ～ 文法 文法 文法 文法 文法 休憩15分

昼休み 限 ～ 漢字の試験

限 ～ 文型の練習
みんなの日

本語文法

の練習

みんなの日

本語文法

の練習

みんなの日

本語文法

の練習

みんなの日

本語文法

の練習

限 ～ 会話の試験

限 ～ 漢字の授業

読解授業

漢字の授業

会話授業 介護の授業

限 ～ 読解の試験

限 ～ 漢字の練習 漢字の練習 限 ～ 採点発表

限 ～ 課外授業・レクリエーション

限 ～ ホームルーム（漢字の課題や暗記する言葉など）

授業の時間割と学習内容



介護の授業内容（一例）

介護職に特化した機関であり、日本語
だけではなく、介護の基礎知識の教育
も実施しています。

介護の基本知識を身につけることによ
り、職場で早く仕事に慣れることを目
標としています。

日本で介護職としての就労経験がある
教師が、介護の授業を担当します。

授業話題 No. 授業内容

介護の基本

1

介護職における心得

施設内の用語

介護設備の紹介

2
介護におけるコミュニケーション技術

日常業務及び報告について

3
体と心のしくみ

体についての説明「内部と外部」

4
老化・認知症・障害についての理解

老化・認知症・障害に関する用語

介護技術

5

利用者の身だしなみ

食事介助や排泄介助に使う用語

「口腔ケア・着脱介助・整容の介護に使う用語

実践

6
移動の介護に使う用語

実践



介護授業に使用される教科
書



介護の実技授業の様子



日本人ボランティアとの会話授業の内容（一
例）

会話練習のスケジュール

日程 トピック 会話内容 使用するウェブサイトのリンク

1回目 移動

電車やバス等に乗る練習

○○電車は何番線ですか

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/lev
el01/a05

○○へ行きたいです。

道を聞く 目的地を他人に伝える練習
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/lev

el01/a06

2回目

社会とつながる

市役所へ行こう 住民登録のお願い
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/lev

el02/b07

3回目 市民とマナーを理解しよう ゴミの捨て方の理解
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/lev

el01/a11

4回目 病院へ行く

病院へ行こう
風邪をひいて、診てもらう練習や診
査後やってはいけない事を聞く練習

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/lev
el02/b05

薬局を利用しよう 薬を取る会話練習や薬を探す練習
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/lev

el03/c01

弊社では、日本人ボランティアとのコ
ミュニケーションも実施しています。

日本人の話す日本語の発音聞き、日本
における多くのことを説明してもらう
ことにより、日本の生活や文化に早く
慣れることを目指しています。

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level01/a05
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level01/a05
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level01/a06
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level01/a06
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level02/b07
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level02/b07
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level01/a11
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level01/a11
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level02/b05
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level02/b05
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level03/c01
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level03/c01
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